油 一 升 こぼした。 

その 油 どうした。 

太郎 どんの 犬と 

次郎 どんの 犬と、 

みんな 嘗めて しまった。 

その 犬 どうした。 

太鼓に 張って、 

+6 う 

あっちの 方で もどん どんどん。 

こっちの 方で もどん どんどん。 (東京) 

この 「お 月 さまい くつ」 の 謡 は、 みなさん がよく 御 



存じです。 私たち も 子供の 時 は、 よく 紅い 円い お 月 様 

を 拝みに 出て は、 いつも 手拍子 をう つて は 歌った もの 

でした。 この 童謡 は 国国で 色色と 歌 ひく づ されて ゐま 



す。 然し、 みんな あの 紅い 円い つやつやしたお 月 様 を、 

きれ い をば 

若い 綺麗な 小 母^ 

思へ ます ものね。 



きれ い をば 

若い 綺麗な 小 母 さま だと 思って ゐ ます。 まったく さう 



お 月さん ぼつち。 

あなた はいくつ。 

じふさん なな 

十三 七つ。 

そり やまだ 若い に。 



紅鉄漿 つけて、 

よめ い 

お嫁入り なされ。 (伊勢) 

のの さま どっち。 

いばらの かげで、 

ねんね を 抱いて、 

花 つんで ござれ。 (越後) 

あとさん いくつ。 

じふさん ひと 

十三 一 つ。 

としわか 

まだ 年若い の。 



こんど き やう のぼ 

今度 京 へ 上って、 

わら はかま お き 

藁の 袴 織って 着し よ。 (紀 伊) 

つき 

お 月さん いくつ。 

じふさん なな 

十三 七つ。 

とし わか 

まだ 年 は 若い。 

なな をリ き 

七 折 着せて、 

おんどき よ へ のぼしよ。 

みち 

おんどき よの 道で、 

尾の な い 鳥と、 

を とり 

笔の ある. lit と、 



(伊勢) 

こんど き やう 

「今度 京 へ」 とい ふ 

つき 

お 月 さまい くつ。 

じふさん なな 

十三 七つ。 

そり やちと 若い に。 

みだう みづ 

お 御堂の 水 を、 

どう どと 汲 もに。 (美 濃) 



けいつ ちい や あら 

な 

きいよう ようと 鳴いた とさ。 

「おんどき よへ」 と は、 

のがな まった のです。 



お 月 さま。 お 年 はいくつ。 

じふさん なな 

十三 七つ。 

お 若い こと や。 

うま の 

お 馬に 乗って、 

ジ ヤン コジ ヤン コと おいで。 (尾 張) 



かう いふ 風に、 「そり やまだ 若い にご と、 みんな 歌 

のぼ べに 

つて ゐ るから 面白い のです。 京へ 上ったり、 紅 かねつ 

けたり、 お嫁入りしたり、 赤ん坊 を 生んだり して ゐま 

す。 お 馬の ジ ヤン コジ ヤン コも おもしろいで せう。 そ 

わか わかぶ ね の から わた 

れに また、 「そり やまだ 若い。 若 船に 乗って、 唐まで 渡 



れご (紀 伊) とい ふの もあります。 それから 少し 変つ 

てゐ るのに、 一 寸 西洋の 童謡 見た やうな のがあります。 

それ は 珍ら しい ものです。 

P ささ ま 

お 月 様い くつ。 

じふさん なな 

十三 七つ。 

とし わか 

まだ 年 は 若い ど。 

つきさ ま あと 

お 月 様の 後へ、 

ち をし やう 

小 いちゃつけ 和尚が、 

すべ リ ばし 

滑 橋 を かけて、 

つきさ ま をが 

お 月 様 拝む とて、 



ずるずる すべ つた。 (下 総) 

これ は、 空の けしきが 其の ままに 歌 はれて ゐ ます。 

うす 

小さい 和尚さん は 白い 星 か 薄い 霧の やうな 星の 雲 かで 

すべ リ ばし 

せう。 滑 橋 もさう した 雲の ながれで せう。 天の川の 

やうな。 ずるずる 滑る ところが を かしいで はあり ませ 

ン ゝ o 

んカ 

きれい 

それから、 その 綺麗な 若い お 月 様の 小 母 さまに、 み 

ま JA ま 

ん ながお 飯 を 見せびらかしたり、 また いろんな もの 

をせ びったり します。 やはり 子 洪の小 母 さまです から 



つ ささ ま 

お 月 様。 

くわん のんだ う お 

観音 堂 下りて、 

まん ま あ 

飯 上がれ。 

ま JA ま 

飯 は いやいや。 

あん もなら 三つく りよ。 (信 濃) 

つきさ ま つきさ ま 

お 月 様。 お 月 様。 

あか まん ま 

赤い 飯 いやいや。 

しろ まん ま 

白い 飯 いやいや。 

ぜ にがた かねが た 

銭 形 金 形つ いた 

まち 

お守り くんさん しょ。 (岩 代) 



あとさん。 なんまい だ。 

もん 

ぜぜ 一 文お くれ。 

油 買って 進 じょ。 (肥 前) 

どうで やさん。 どうで やさん。 

あか ベ ベ くだ 

赤い 衣服 下ん せ。 

しろ ベ ベ くだ 

白い 衣服 下ん せ。 (陸 中) 

そのお 月 様 は、 紅い のに 桃色 だと 云った とて、 プリ 

プリ 怒った の もあります。 



つきさ ま ももいろ 

お 月 様 桃色。 

誰が^ つた。 

あま い 

海女が 云うた。 

あ ま くち 

海女の 口 ひきさけ。 (尾 張) 

それから、 

だいじ つき 

大事な お 月 さま、 

くち 

雲め がかくす。 

かく 

とても 隠すなら、 



金屏風で かくせ。 (東京) 

とい ふの が ありませ う。 ほんと に 金屏風でなくて は 

あの 若い 小 母 さまに は 似合 はないで せう ね。 いかにも 

きしゃう 

昔のお 江戸 の 子供が 謡った やう で せ う。 気象が 大きく 

てお ほ まかで、 張が あって、 派出で。 

うさぎ 

「兎う さぎ」 とい ふの も 御存じで せう ね。 

うさぎ 

兎。 うさぎ。 

何 見て 跳ねる。 

じふ ごや つき 

十五夜お 月 さま 
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